
栗島住区センターは、建て替え工事のため、悠々

館・児童館は平成２５年９月１日よりしばらくの

間、休館となります。なお、建て替え工事中の臨

時事務所は、中央本町４－８－１４となります。 

 

《平成２８年春頃新規オープン予定》 
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【健康フェスティバル】 

日時：１０月２０日（火）１３時～ 

握力や片足立ち時間、５メートル歩行時間測定ほか。 

【住区 de 団らん】 

日時：１０月２０日（火）１７時～ 

和気あいあいと、おしゃべりしながら夕食を食べましょう。 

【ミニうんどうかい】 

日時：１０月７日（水）１５時～ 対象：園児から  

みんなで、楽しいうんどうかいに参加してね！ 

【クッキング】「チーズクリームのどらやき作り」 

日時：１０月２４日（土）１３時３０分～ 

対象：小学生から  おいしいどらやきを作りましょう。 
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【住区まつり】 

日時：１０月４日（日）９時３０分～ 

演芸大会や作品展示、その他イベント盛りだくさん！ 

【住区 de 団らん】 

日時：１０月１日・１５日（木）１７時～ 

和気あいあいと、おしゃべりしながら夕食を食べましょう。 

【なわとびで遊ぼう】 

日時：１０月２１日（水）１５時～１６時３０分  

場所：校庭  みんなで楽しくなわとびしよう！ 

【紙しばい】 

日時：１０月２６日（月）１５時～１６時３０分 

わくわくするお話です。楽しみにしていてね！ 

＜悠々館＞ 

＜児童館＞ 

【住区祭】 

日時：１０月２５日（日）１０時～ 

書道や木彫、手芸などの作品展示や芸能大会など。 

【住区 de 団らん】 

日時：１０月２２日（木）１７時～ 

和気あいあいと、おしゃべりしながら夕食を食べましょう。 

【住区まつり】 

日時：１０月２５日（日）１０時３０分～  

バルーンアートやキッズカフェ、食べ物屋台など。 

【ハロウィンパーティー】 

日時：１０月２８日（水）１６時～１６時３０分 

パーティーに参加するには「ハロウィンバッグ」が必要！ 

＜悠々館＞ 

＜児童館＞ 

【お楽しみ演芸会】 

日時：１０月２９日（木）１２時～１４時 

みなさん、見に来てくださいね！ 

【住区 de 団らん】 

日時：１０月１０日・２４日（土）１７時～ 

和気あいあいと、おしゃべりしながら夕食を食べましょう。 

【プラバンの日】「マグネット」 

日時：１０月１４日（水）１４時～１６時 

対象：小学生 楽しくつくりましょう！ 

【自由工作の日】「輪ゴムで編もうブレスレット」 

日時：１０月２８日（水）14 時～１６時 

かわいいブレスレットをつくってみましょう。 

＜悠々館＞ 

＜児童館＞ 
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【第６２回 登録団体紹介】 

 今回は、ハンドクラフトサークルの 

「シャドウボックスⅢ」をご紹介します。 

『シャドウボックスⅢ』 

活動日時：月１回（第２水）１０：００～１２：３０ 

入会金：１，０００円 会費：１，５００円  

※現在は会員数過多のため、体験のみ受付中。 

それぞれ異なる絵柄の作品を作るのもよいけれど、誰かと同じ作

品を作ることは、また違った魅力があるようです。「どこが苦労して

いる？」「ポイントはある？」など、互いにアドバイスをし合いなが

ら作った作品は、元絵が同じでも、作成者の世界観が個性となり、

決して同じ作品が生まれることはありません。「先端に命が宿る（先

生談）」シャドウボックス。パーツの切り方や立体的な丸みなどから

現れる絵の表情は、作成者のこころを反映しているようです。 

シャドウボックスⅢ 

 静まり返った部屋で、黙々と作品作りに没頭する時間もよいです

が、ここではいつも会員の楽しげな会話と笑い声があり、賑やかに

過ごすことができます。もちろん手元はしっかりと動かして、集中

するときのメリハリも重要なこと。「仕事をしている人もいて、職場

の人との交流もいいけれど、ここで出会った友人とのひと時はまた

格別です。」と会員の方。サークル発足より２０数年が経つシャドウ

ボックスⅢ。ひと月に一度の集まりだからこそ、みんなとの語らい

や作品 や作品作りができる喜びはひとしお
・ ・ ・ ・

なのだそうです。コツ

コツと丁寧に重ねていく絵のように、会員同士の交流もま

た、活動を重ねるごとに深みを増していくようです。 

 

 大小さまざまな箱や小物入れから出てきたのは、色鮮やかな水彩色えんぴ

つや工具たち。中でも目を引くのは、細かく切り取られた色とりどりの絵の

部品。元はポストカードほどのサイズで、一枚の完成された絵なのだそう。  

シャドウボックスは、平面的な絵をパーツごとにカットし、少しずつ形の

違う同じパーツを複数枚重ねて貼ることで、立体に仕上げるハンドクラフト

の一種。重なりが作り出す影が、絵に奥行や深みを与え、その小さな世界を

額や箱に閉じ込めます。 額や箱に閉じ込めれば、素敵なインテリアとしてその魅力を堪能でき

ます。 

 活動は、講師の飯高さんが取り寄せたキットから、自分の好みに合

わせて選んだ絵柄を使って作品を仕上げていきます。クリスマスやお

正月、花束やキャラクターなど、さまざまな世界をカタチにすること

ができます。少しずつ絵が立ち上がっていく様子を感じながら完成し

ていく作品は、紙からできているとは思えないほどの精巧なつくり。 

毎回先生が順番に一人一人丁寧に教えてくれ、実演を交えながら技術

を学ぶことができます。 


